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和
歌
、
短
歌
、
俳
句
の
違
い
を
知
ろ
う

■
和
歌
と
短
歌

「
和
歌
」
あ
る
い
は
「
短
歌
」
と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
「
和
歌
」
と
は
、
中
国

の
歌
で
あ
る
「
漢
詩
」
に
対
し
て
、「〈
和
〉
の
国
（
日
本
）
で
詠
ま
れ
た
〈
歌
〉」
を
さ
し
ま
す
。

　

和
歌
は
、
歌
の
形
態
（
字
数
）
に
よ
っ
て
、
短
歌
・
長
歌
・
旋せ

頭ど
う

歌か

な
ど
と
呼
ば
れ
ま
す
。

し
か
し
、
徐
々
に
短
歌
（
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
三
十
一
文
字
か
ら
な
る
定
型
詩
）
以
外
の

歌
は
詠
ま
れ
な
く
な
り
、
平
安
時
代
以
降
は
、
和
歌
と
言
え
ば
、
普
通
「
短
歌
」
を
さ
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
明
治
期
に
入
る
と
、
「
和
歌
」
は
、
平
安
時
代
な
ど
の
「
古
典
短
歌
」
の
み

を
さ
し
、
「
短
歌
」
は
、
近
現
代
に
作
ら
れ
た
短
歌
を
さ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
俳
句

　

「
連
歌
」
と
い
う
文
芸
が
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
流
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
五
・

七
・
五
・
七
・
七
」
の
短
歌
を
、
五
・
七
・
五
の
句
と
七
・
七
の
句
に
わ
け
、
二
人
以
上
の
人

で
交
互
に
読
み
続
け
る
も
の
で
す
。
そ
の
連
歌
に
滑
稽
味
や
お
も
し
ろ
さ
を
加
え
た
も
の
を

「
俳
諧
連
歌
」
と
言
い
ま
す
。
や
が
て
、
江
戸
時
代
に
入
り
「
俳
諧
連
歌
」
は
、
松
尾
芭
蕉
ら

に
よ
っ
て
芸
術
に
ま
で
高
め
ら
れ
、
「
俳
諧
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
以
降

は
、
「
連
歌
」
に
対
し
て
「
俳
諧
」
を
特
に
「
連
句
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
俳
諧
の

第
一
句
目
に
あ
た
る
も
の
を
「
発
句
」
と
い
い
、
現
在
の
俳
句
と
同
様
に
詠
ま
れ
ま
し
た
。
や

が
て
、
明
治
時
代
に
正
岡
子
規
を
中
心
に
、
五
・
七
・
五
の
定
型
詩
が
「
俳
句
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

短
歌
に
つ
い
て

■
形
式

　

「
短
歌
」
は
普
通
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
三
十
一
音
か
ら
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

「
短
歌
」
を
、
別
名
「
三み

十そ

一ひ
と

文も

字じ

」
と
言
い
ま
す
。

■
句
切
れ

意
味
や
調
子
の
上
で
歌
の
切
れ
目
の
こ
と
を
「
句
切
れ
」
と
言
い
ま
す
。

今
回
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

　
①
和
歌
、
短
歌
、
俳
句
の
違
い
を
知
ろ
う

　
②
短
歌
に
つ
い
て

　
③
俳
句
に
つ
い
て

国語監修・執筆

鈴木 周太

短
歌
・
俳
句
の
読
解
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五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
句
で
、
初
め
の
五
字
で
切
れ
る
も
の
を
「
初
句
切
れ
」
以
下
「
二

句
切
れ
」
「
三
句
切
れ
」
「
四
句
切
れ
」
と
言
い
ま
す
。
句
切
れ
の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
句
切
れ
に
よ
っ
て
、
歌
に
調
子
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
⃝
初
句
切
れ
・
三
句
切
れ
（
五
／
七
・
五
／
七
・
七
）
→ 

軽
快
で
優
雅
な
感
じ
を
与
え
る
。

　
⃝
二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
（
五
・
七
／
五
・
七
／
七
）
→ 

荘
厳
で
力
強
い
感
じ
を
与
え
る
。

■
短
歌
の
表
現
技
法

①
比ひ

喩ゆ

…
…
あ
る
物
事
を
、
他
の
似
た
よ
う
な
事
物
を
用
い
て
例
え
る
こ
と
。

　
▼
彼
は
、
太
陽
の
よ
う
に
温
か
い
人
だ
。

②
倒と
う

置ち

法
…
…
言
葉
の
順
序
を
入
れ
替
え
て
強
調
す
る
こ
と
。

　
▼ 

お
昼
に
は
、
お
弁
当
を
食
べ
る
。

　

→　
お
弁
当
を
食
べ
る
、
お
昼
に
は
。

 

（「
お
弁
当
を
食
べ
る
」
が
、
強
調
さ
れ
る
。）

③
体た
い

言げ
ん

止ど

め
…
…
句
や
歌
の
末
尾
を
体
言
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
。

　
▼ 

春
は
、
あ
け
ぼ
の
。（
が
、
趣
が
あ
る
。）　　
『
枕
草
子
』

　

→　
（　
　
　

）
の
中
が
省
略
さ
れ
て
、
体
言
で
文
が
終
わ
っ
て
い
る
。

④
字
余
り
、
字
足
ら
ず
…
…
定
型
の
和
歌
の
文
字
数
よ
り
多
い
も
の
を
「
字
余
り
」
文
字
数

よ
り
少
な
い
も
の
を
「
字
足
ら
ず
」
と
言
う
。

　
　

歌
の
字
数
を
数
え
る
と
、
五
・
八
・
五
・
七
・
七
に
な
っ
て
い
た
場
合
。

　

→　
本
来
、
七
字
の
と
こ
ろ
が
八
字
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
字
余
り
。

⑤
押お
う

韻い
ん

…
…
各
句
の
初
め
の
音
や
終
わ
り
の
音
を
そ
ろ
え
て
リ
ズ
ム
を
出
す
こ
と
。

　

わ
れ
男
の
子
意
気
の
子
名
の
子
つ
る
ぎ
の
子
詩
の
子
恋
の
子
あ
あ
も
だ
え
の
子

与
謝
野
鉄
幹　
　

⑥
枕ま

く
ら

詞こ
と
ば…

…
特
定
の
語
句
を
導
く
た
め
の
言
葉
の
こ
と
。

　

久
方
の
　
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む

紀
友
則　
　

〈
訳
〉
日
の
光
が
の
ど
か
に
照
ら
す
こ
の
春
の
日
に
、
ど
う
し
て
落
ち
着
い
た
心
も
な
く
桜
の
花
が
散

る
の
だ
ろ
う
。

　
「
久
方
の
」
が
「
光
」
を
導
く
。
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俳
句
に
つ
い
て

■
形
式

　

俳
句
は
普
通
、
五
・
七
・
五
の
十
七
音
か
ら
な
り
ま
す
。

■
季
語

俳
句
で
は
、「
季
語
」
と
い
う
季
節
感
を
表
す
た
め
の
語
句
を
読
み
こ
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

季
語
は
、
一
句
に
一
つ
が
原
則
で
す
。

　
　

→　
た
だ
し
、
自
由
律
俳
句
と
い
う
、
五
・
七
・
五
の
定
型
や
季
語
に
こ
だ
わ
ら
な
い
俳

句
も
あ
り
ま
す
。

■
切
れ
字

強
調
す
る
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
示
す
た
め
に
、
特
に
句
中
で
切
れ
る
働
き
を
す
る
語
を
言
い

ま
す
。「
や
・
か
な
・
け
り
・
ぞ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

■
句
切
れ

短
歌
と
同
じ
く
、
意
味
や
調
子
の
上
で
句
の
切
れ
目
の
こ
と
を
「
句
切
れ
」
と
言
い
ま
す
。

切
れ
字
や
季
語
に
よ
っ
て
も
切
れ
ま
す
。

■
俳
句
の
表
現
技
法

俳
句
に
も
短
歌
と
同
じ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
技
法
が
あ
り
ま
す
。

　

①
比ひ

喩ゆ

　

②
倒と

う

置ち

法

　

③
体た

い

言げ
ん

止ど

め

　

④
字
余
り

　
　
（
説
明
や
例
は
、
前
述
の
「
短
歌
の
表
現
技
法
」
の
項
を
参
照
）

ま
と
め

短
歌
や
俳
句
の
形
式
、
表
現
技
法
に
つ
い
て
、
述
べ
て
き
ま
し
た
。
番
組
で
金
田
一
先
生
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
短
歌
や
俳
句
を
詠
む
こ
と
で
、
そ
の
と
き
の
思
い
や
瞬
間
を
言
葉

と
し
て
「
形
」
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
言
葉
に
よ
っ
て
、
風
景
や
気
持
ち
を
切
り
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
言
葉
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
世
界
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
く
た
め
の

手
段
で
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
も
短
歌
や
俳
句
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
ら
詩
作
を
す
る

こ
と
で
、
言
葉
に
対
す
る
感
覚
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
さ
ら
に
言
葉
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
世
界
を
よ
り
良
く
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
国
語
を
学
ぶ
こ
と
、
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
世
界
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。


